







にする学問とされている。多くの文献で “From farm 







































































































































































































































４．“ 絆 ” が求められる社会であるが介護、特に家族の
連合や「地域連帯」が求められる。






















　こうした “ ケアーの精神 ” と安全とか、健康に関して
配慮し、ケアーしなければならない幼児、病人や高齢者






























検証させることである。つまり、country of origin やそ








































































５．従来、フードシステムから見て from farm to table
としての pre-food を考察した論文を提出 11 してい
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